
住友信託銀行株式会社
先進の企業年金システムをセキュアに支えるRSASecurID®

的確な運用と万全な管理を圧倒的な強みとして、多彩な資産運用・情報プロセッシング金融サービスを

展開している住友信託銀行。ここ数年の年金制度改革に伴い、複雑かつ多様化する企業年金制度に

迅速かつ着実に対応するべく、新たにすみしん年金管理ネットサービスとすみしんPBOネット

サービスを稼働させた。企業がインターネット経由でサービスを利用する際の認証ツールとして

機能しているのが、RSA SecurIDである。高い秘匿性が求められる企業年金情報を取り扱う上での

セキュリティの確保について、業務管理部の長澤幸一主任調査役、年金信託部の鐙家雅史調査役、

住信情報サービス株式会社の瀬田勝之マネージャーの3名にお話を伺った。
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■複雑かつ多様化する年金管理業務
先進のITを駆使してニーズに対応
住友信託銀行は、顧客からの厚い信頼「TRUST」を

自らの存在基盤として、伝統的な金融機能に加えて、信託
機能をフルに活用した先進的な金融サービスを他に先駆
けて提供するなど、成長性豊かな信託ビジネスを幅広く
展開してきた。
ここ数年、制度改革や雇用制度の変更など企業年金を

取り巻く環境が大きく変化する中で、複雑かつ多様化する企
業年金管理や退職給付債務（PBO）を担うべく登場した
のが「すみしん年金管理ネットサービス」と「すみしんPBO
ネットサービス」である。
信託業務の根幹を支える業務の1つである企業年金管

理の情報提供を行うのが「すみしん年金管理ネットサービ
ス」である。約100万人の加入員と約40万人の受給者に関
する記録業務が主な業務で、従来はホストコンピュータと
専用端末によるオンライン照会と紙ベースの処理が中心で
あったシステムをWeb対応するとともに、頻繁な制度改定
や法改正にフレシキブルに対応できる柔軟性や、将来の
電子申請などにも対応可能な拡張性を持つサービスだ。

一方の「すみしんPBOネットサービス」は、退職給付債
務を短時間で算出するもので、従来、数週間近くかかって
いた複雑なPBOの追加計算を数時間で算出、企業ごと
のカスタマイズに柔軟に対応するなど、利便性や機動性の
高いプル型サービスとなっている。
両サービスともインターネットを介して銀行内のシステム

にアクセスしてサービスを利用するが、そこでは社員の個
人情報や企業年金情報など高い秘匿性が求められるデー
タをやりとりするだけに、万全のセキュリティ対策を講じる
必要がある。「SSLを利用して通信データを暗号化するの
はもちろん、不正アクセスなどの“なりすまし”を防ぐため
には、IDとパスワードだけの認証では不十分と考えま
した。より高いセキュリティを実現する一方で、利用する
お客さまにとっても導入しやすく使いやすいサービス
環境を提供すること、システム運用側にとっても運用・
保守が容易である、などの点をクリアしたいという要件が
ありました」（長澤氏）
そうした高いハードルに対して、顧客企業の大切な

企業年金情報をセキュアに守り、“手軽さと安心”を届けて
いるのが、RSAセキュリティのRSASecurIDである。

http://www.sumitomotrust.co.jp

住友信託銀行株式会社
1925年の設立以来、伝統的な

間接金融機能に加えて、受託資

金を多様な投資商品で運用する

など、銀行事業と信託・財産管理

事業を融合した幅広い事業を展

開。また、情報分析やレポーティ

ング、コンサルティングなど付加

価値の高い情報プロセッシング

サービスも提供している。
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鐙家雅史氏

住信情報サービス株式会社
システム技術部マネージャー

瀬田勝之氏

RSA SecurID
導入のポイント
・暗証番号＋トークンという、

二重のセキュリティ確保

・パソコン環境を選ばずに、誰

でも使える分かりやすさ

・セキュリティを“モノ”として

管理・把握できる安心感
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■安心して手軽に使えるセキュリティ
RSA SecurIDは顧客企業からも好評
「すみしん年金管理ネットサービス/すみしんPBOネット

サービス」を利用する企業は、住友信託銀行から提供さ
れたRSA SecurIDを用いて、ユーザーIDおよびトークンに
表示される6桁の数字、ワンタイムパスワードをログオン画面
に入力、ネットワークへの認証が許可される。更にパスワ
ードを入力して本人確認を行い、システムの利用が可能に
なる。Webブラウザが利用できるパソコンであればサービ
スを利用可能であり、導入時の初期設定や専用アプリケー
ションのインストールなども不要だ。
RSA SecurIDは、そうした高い利便性や、利用環境を

問わない優れた信頼性を兼ね備えた認証ツールである。
指紋認証のような煩雑な専用機器も不要で、毎分変わる
ワンタイムパスワードは従来の固定パスワードのように番号
を盗まれたり推察される心配もない。なお住友信託銀行
では、RSA SecurIDのトークンに自社のロゴをプリントして
配布しており、顧客企業ではトークンを持ち出し禁止にし
たり設置場所を特定するなど管理を徹底することで、社外
からの業務外利用の防止にも役立っているという。
「トークンを物理的に管理していただくことでサービス

の利用に必要不可欠な“鍵”であるとの認識をお持ちい
ただき、更に社名ロゴを入れることで、［住友信託銀行の
サービス=安全な信頼できるサービス］とご納得いただけ
るものと考えています。目の前で刻一刻とパスワードが変
化していくRSA SecurIDのワンタイムパスワードはお客さ
まにご理解いただきやすいセキュリティ対策となっており、
安心して使えると好評です」と、鐙家氏はRSA SecurID
に対する信頼を寄せる。

■先進テクノロジーに柔軟に対応
社内導入でセキュリティ強化へ
住友信託銀行では、「すみしん年金管理ネットサービス/

すみしんPBOネットサービス」をMicrosoft .NETを基盤と
するオープンアーキテクチャーで構築しており、Web化する
ことで顧客への利便性を図り、業務効率の大幅な向上に
貢献する一方、システム運用面においても開発生産性の
向上や保守コストの大幅な削減を実現している。
RSA SecurIDはそうした先進のITを駆使したシステム

構成に対しても柔軟に対応する認証ツールであり、手軽に
導入でき、ネットワーク全体の信頼性向上に大きく貢献して
いる。なお住友信託銀行では、RSA SecurIDの認証サー
バーであるRSA ACE/Serverへのアクセスログを保存して
ネットワーク監視に役立てるとともに社内利用している
RSA SecurIDの利用実態を把握し、トークンの効率的な
利用を実践している。
「両サービスで合計約1,500個のトークンをお客さまに
ご利用いただいておりますが、大きな故障は皆無で信頼性
も高く、運用管理する側でも助かっています。現在は主に
サービス利用時の認証ツールとして機能していますが、今
後は社員のモバイルアクセスや他システムへの導入など、
RSA SecurIDの用途を広げてセキュリティ強化を図りたい
と考えています」と瀬田氏は今後の展開に期待する。
先進のITを駆使して高度なシステムを構築、多様な

顧客ニーズにきめ細かく対応する住友信託銀行。今後の
ビジネス展開に業界内外から熱い注目が集まっている。


